
 海洋学の夜明け、 
 
そして気候変動が懸念される時代へ 
 

                                                               
鷺 猛   





凌風丸Ⅰ　1200 トン　12 ノット　1937 年建造



昭和12年8月竣工（播磨造船所） 
 
離島の観測拠点への物資の補給 
冷害対策（昭和東北大飢饉）のための海況調査 
     （1930年～1934年） 

耐氷構造、悪天候下での復元性・耐波性・居住性に優れ 
観測拠点用の医療設備、大型食料冷凍庫 
 
昭和16年12月 太平洋戦争勃発 
海軍の管理下、輸送船として徴用 
       北千島～南方諸島へ（海洋観測） 



マタ船団 （護送船団）  
 
 駆逐艦4隻・駆潜艇、砲艦各1隻・航空機1機 
 凌風丸：8センチ砲・13ミリ、7.7ミリ機銃など装備 
 
昭和19年10月20日～23日マニラ→高尾 
 
 バシー海峡で米国潜水艦7隻に包囲 
 輸送船の96％が撃沈 非戦闘員1800人死亡 
 米国潜水艦1隻撃沈 
                        凌風丸→→高雄  
 
レイテ沖海戦：24日米空母プリンストン（13000トン）撃沈 



ノット単位：1852m/hour   12ノット：22.2km/hour 
 
凌風丸Ⅰ 

1958年ロックフェラー財団：13000 m ワイヤー寄贈 
共同利用による海底までの海洋研究開始 
 
1962年東海大学海洋学部、 1971年望星丸 
1962年東京大学海洋研究所、1967年白鳳丸：共同利用 
             1982年淡青丸：共同利用 
1966年凌風丸Ⅱ 
1971年海洋科学技術センター 
2004年海洋研究開発機構 (JAMSTEC) 
 



凌風丸Ⅱ　 1500 トン　全長 79.2m 　全幅 12.0m 　速力 13 ノット　 1966 年建造



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

               　　　 凌風丸Ⅲ  1380 トン  全長 82m  全幅 13m  14 ノット　1995 年建造           



ちきゅう 2005年 56,752トン みらい 1997年 8,687トン 

 原子力船むつ1969の再利用 

かいよう 1985年 3,350トン かいれい 1997 4,517トン かいこう7000の支援 



なつしま 1981年 1,739トン しんかい2000支援 

                            ハイパードルフィン3000 

よこすか 1990年 4,439トン しんかい6500支援 

                        （有人） 

白鳳丸Ⅱ 1989年 3,991トン 淡青丸Ⅱ 1982年 610トン 



・気象庁 4海洋気象台  函館・舞鶴・長崎・神戸 
 

・海上保安庁水路部：拓洋、昭洋、天洋、明洋 
 
・水産庁：開洋 水産研究所 (北海道区；北光丸、東海区；蒼鷹丸、 
                   西海区；陽光丸、遠洋；俊鷹丸 
 

北海道大学：北星丸、おしょろ丸 
 
海洋大学：海鷹丸、神鷹丸 
 
東海大学：望星丸、東海大学丸 
 
三重大学：勢水丸         広島大学：豊潮丸 
 
水産大学校：耕洋丸、天鷹丸  長崎大学：鶴洋丸、長崎丸 
 
鹿児島大学：敬天丸、かごしま丸 
 
    
 
 







海水の特性量：水温、塩分、溶存酸素 
 
栄養塩：植物プランクトンを増殖させ 
        海洋での基礎生産を支えている元素 
 
        リン、窒素、ケイ素 
 
 窒素→アンモニア態窒素 
    亜硝酸態窒素 
    硝酸態窒素 
          当初：水塊の指標、海況解析の道具 
            1970年代：海域の富栄養化、汚染物質 
              近年：地球温暖化（炭素循環） 







50%：地球表面に吸収、30%：反射、20%：雲など吸収 



 
 
放射強制力 
  
 CO2 : CH4 : N2O : O3 = 1 : 20 : 300 : 1000 
 
地球温暖化への寄与度 
 
 CO2 : CH4 : N2O = 63.7% : 19.2% : 5.7% 
           （その他、オゾン・フロンなど） 
 
         N2O -----オゾン層破壊物質でもある   
     
  CO2 が今の2倍になると、その他のガスの寄与度は50%になろう 
 
                                       IPCC第二次報告書                       
 
                      
 

 



IPCC第4次評価報告書 



北野康（2000）：大気・海洋の化学像形成と地球温暖化 



一酸化二窒素 



  

  科学技術の功罪（窒素の光と影） 
 

  ハーバー & ボッシュ：  
                   アンモニアの合成に成功（1908） 
 

     空気と水   →   アンモニアを合成 
   （空気中の窒素・水中の水素） （窒素肥料） 
 
   空気と石炭 → パン （揶揄） 
 
           世界の人口：15億人→  72億人 
 

    アンモニウム化合物 → 爆薬、合成繊維、合成樹脂 
 
 
 



 

   現在 
   
 空気中の窒素と天然ガス中の水素 → アンモニア 
             

  天然ガス CH4 + 2H2O → CO2 ↑ + 4 Ｈ2     二酸化炭素発生    
 
 
 

   窒素肥料 周辺海域の富栄養化 
 
   







サンゴ礁を増やせば、空気中の二酸化炭素は減るか？ 
 
  

 二酸化炭素＋栄養塩（硝酸・リン酸）＋水 
          →有機物 



マウナロア1957開始 
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1875 

東京気象台創立 

最近の30年間 
0.85℃上昇 





気象庁 HP 



気象庁 HP 



700 m 以浅 
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1900～1905年の 

  年平均を基準 

 



緩和型シナリオ  安定化シナリオ  高い排出量 

                                                        IPCC 2013.11 

2.6～4.8℃ 

0.7～1.7℃ 

1986-2005年平均 
に対する変化 



IPCC 2013 





12.9～１１．６ 

 １万3千年間 

2℃高かった 

水位5m以上高 

   ＜10m 

安定 



完新世 



中世の温暖期 







ほとんどの陸域で 
  寒い日や寒い夜の頻度の減少や昇温 
  暑い日や暑い夜の頻度の増加や昇温 
  継続的な高温/熱波の頻度や持続時間の増加 
大雨の頻度、強度、大雨の降水量の増加 
干ばつの強度や持続時間の増加 
強い熱帯低気圧の活動度の増加 
極端に高い潮位の発生や高さの増加 
 
 （ほぼ確実、可能性が非常に高い、確信度が中程度） 
 



ご清聴ありがとうございました 


